
甑
闘
鯛
甑
鯛
題
網
甑
鯛
撤
盤
盟
盟
鶴
盟
題
願
郷
盟
鯛
鯛
題
盟
甑
鯨
題
盤

畷
騒
圏
隈
験
強
田
躍
騒
騒
臨
騒
鴎
畷
鴎
醸
騒
醸
醸
園
颯
臨

殴

聾だ
れ
始
め
た
の
か
、
そ
の
背
景
を
探
る
と

と
も
に
次
の
点
に
も
触
れ
て
み
た
い
。

・
特
別
清
算
の
法
的
位
置
づ
け

。
従
来
ど
う
い
う
場
面
で
使
わ
れ
て
き

た
の
か

・
特
別
清
算
の
功
罪

・
会
員
に
と
っ
て
不
利
に
な
ら
な
い
適

用
の
仕
方

・
破
産

・
会
社
更
生
法

・
民
事
再
生
法

と
特
別
清
算
の
違
い

。
鹿
島
の
社
最
高
裁
判
決
が
特
別
清
算

を
採
用
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

な
い
か

・
残
る
高
額
募
集
コ
ー
ス
の
法
的
整
理

で
経
営
者
が
生
き
残
る
た
め
の
課
題

２
　
特
別
清
革
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

会
社
は
解
散
し
て
も
す
ぐ
に
消
滅
す

る
も
の
で
は
な
い
。
債
権
債
務
の
清
算

と
い
う

「清
算
の
目
的
の
範
囲
」
で
存

続

（
こ
れ
を
清
算
中
の
会
社
と
い
う
）

す
る
。
要
す
る
に
商
法
の
規
定
に
し
た

が
っ
て
清
算
手
続
に
入
る
の
だ
。

こ
の
法
定
の
清
算
手
続
は
、
債
権
者

と
少
数
派
株
主
保
護
の
た
め
に
制
定
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
２
種
類
あ
る
。　
一
つ

は
、
裁
判
所
へ
の
申
立
て
を
せ
ず
行
わ

れ
る
通
常
清
算
。
も
う

一
つ
は
、
清
算

中
の
会
社
に
つ
い
て
裁
判
所
へ
の
申
立

て
を
経
て
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
る
特
別
清
算
だ
。

と
こ
ろ
で
、
ゴ
ル
フ
場
事
業
会
社
を

清
算
す
る
た
め
の
法
的
手
続
と
し
て
の

特
別
清
算
に
つ
い
て
、
論
じ
た
文
献
は

少
な
い
。
そ
の

一
部

（日
本
ゴ
ル
フ
関

連
団
体
協
議
会

「ゴ
ル
フ
場
預
託
金
問

題
の
新
理
論
し

か
ら
こ
れ
ま
で
の
見

解
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

ま
ず
そ
の
概
要
と
手
続
の
流
れ
に
つ

い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る

（表
１
）
。

ゴ
ル
フ
場
事
業
者
は
、
会
社
解
散
後
、

清
算
手
続
中
に
清
算
に
支
障
あ
る
事
情

や
債
務
超
過
の
疑
い
の
あ
る
と
き
に
は

特
別
清
算
手
続
の
申
立
が
で
き
る
。
債

務
超
過
の
疑
い
あ
る
時
、
条
文
上

（商

法
４
３
１
条
１
項
）
清
算
人
は
申
立
義

務
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
申
立
事
例
は

多
く
な
い
。

開
始
決
定
が
な
さ
れ
た
後
、
ゴ
ル
フ

場
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
協
定
が
債

権
者
集
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
裁
判

所
に
お
い
て
認
可
さ
れ
た
場
合
、
協
定

に
従
っ
て
債
務
の
弁
済
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
特
別
清
算
終
結
決
定
を
経
て
手

続
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
可
決
の

要
件
は
、
出
席
債
権
者
の
過
半
数
に
し

て
債
権
総
額
の
４
分
の
３
以
上
の
債
権

を
有
す
る
債
権
者
の
同
意
で
あ
る
。

次
に
特
別
清
算
の
長
所
は
、
破
産
と

比
べ
て
、
短
期
間
に
安
価
に
で
き
る
手

続
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
る
。

短
所
は
、
否
認
制
度
が
な
い
の
で
偏

頗
弁
済

（
へ
ん
ぱ
べ
ん
さ
い
＝
抜
け
駆

け
的
な
不
公
平
な
弁
済
の
こ
と
）
の
効

力
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
協
定
の
可
決
を
得
な

け
れ
ば
手
続
が
終
了
に
向
か
わ
な
い
と

い
う
欠
点
も
あ
る
。

ゴ
ル
フ
場
の
会
員
は
多
数
な
の
で
、

会
員
の
意
思
が

一
致
し
て
い
る
な
ど
の

特
別
の
理
由
が
な
い
限
り
、
利
用
し
に

く
い
手
続
き
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
。

３
　
特
別
清
算
の
中
間
的
性
格

特
別
清
算
は
会
社
整
理
と
と
も
に
昭

和
１３
年

（１
９
３
８
年
）
に
新
設
さ
れ

た
制
度
で
あ
っ
た
。

特
別
清
算
の
立
法
趣
旨
は
、
清
算
会

社
に
破
産
原
因
が
存
す
る
疑
い
が
あ
る

よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
多
大
の
費

用
と
時
間
を
要
す
る
破
産
手
続
を
避
け

る
こ
と
は
、
社
会
的
な
ロ
ス
を
な
く
す

見
地
か
ら
助
長
す
べ
き
も
の
と
い
う
こ

と
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
破
産
手
続
よ
り

ゆ
る
や
か
な
形
で
裁
判
所
の
監
督
の
下
、

債
権
者
債
務
者
の
協
定
を
認
め
よ
う
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
立
法
趣
旨
か
ら
、
現
行
法
の
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表 ,特 別清算手続進行図 (数字は商法の条項を示す)

清算手続

― 特El鴨軸 m罪 ―

弁護士 西村 国彦

鑓繋戦覇壷聾啓ヒねぷ
１
　
は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、
ゴ
ル
フ
場
企
業
の
倒
産

（再
建
）
に
関
し
、
会
社
更
生
法
と
民

事
再
生
法
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
が
語

ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
法
律
が
、
ゴ

ル
フ
場
会
員
の
権
利
を
消
滅
さ
せ
ず
に

引
き
継
ぐ
可
能
性
を
有
し
て
い
る
が
改

に
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
民
事
再
生
法
施
行
か
ら
丸

５
年
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
ゴ
ル
フ
場
再

生
イ
コ
ー
ル
民
事
再
生
法

・
会
社
更
生

法
と
い
う
図
式
は
、
明
ら
か
に

一
部
で

ほ
こ
ろ
び
始
め
て
い
る
。

倒
産
法
へ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
の
導
入
の
突
破
日
と
し
て
、
鳴
り

物
入
り
で
和
議
法
に
と
つ
て
代
わ
つ
た

民
事
再
生
法
制
定

・
施
行
は
、
こ
れ
に

続
い
た
会
社
更
生
法

・
破
産
法
の
大
改

正
と
い
う

「大
立
法
時
代
」
（房
村
精

一
法
務
省
民
事
局
長
）
の
先
駆
け
と
な

っ
た
。

振
り
返
っ
て

「法
的
整
理
ゴ
ル
フ
場

が
５
０
０
コ
ー
ス
を
突
破
」
（本
誌
２

０
０
４
年
１２
月
号
）
の
報
道
を
読
む
と
、

ぁ
た
か
も
ゴ
ル
フ
界
は
、
倒
産
法
新
立

法
の
一
大
実
験
場
と
な
っ
た
感
も
あ
る
。

タ
ブ
ー
で
あ
つ
た
破
産
法
の
ゴ
ル
フ

場
再
建
へ
の
導
入
の
試
み
、
裁
判
所
の

ト
ツ
プ
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
そ
の
収
益
性

の
な
さ
と
再
建
計
画
の
立
案
困
難
を
理

由
に
、
適
用
不
適
と
判
断
し
て
い
た
会

社
更
生
法
の
ゴ
ル
フ
場
企
業
へ
の
適
用

の
試
み
、
民
事
再
生
手
続
に
お
け
る
営

業
譲
渡
方
式
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
の
流
行
、

破
産

・
会
社
更
生

・
民
事
再
生
の
各
手

続
に
お
け
る
プ
レ

・
パ
ツ
ケ
ー
ジ
方
式

導
入
の
是
非
と
そ
の
条
件
に
つ
い
て
の

ゃ
か
ま
し
い
議
論
な
ど
、
ゴ
ル
フ
場
事

件
は
新
し
い
企
業
再
生
問
題
の
る
つ
ば

と
化
し
て
い
る
。

も
う

一
方
で
、
２
０
０
４
年
東
京
高

裁
鬼
頭
季
郊
裁
判
長
が
鹿
島
の
社
Ｇ
Ｃ

民
事
再
生
事
件
の
認
可
決
定
を
取
り
消

し
、
最
高
裁
が
こ
れ
を
支
持
し
た
こ
と
、

ま
た
民
事
再
生
計
画
認
可
後
３
年
を
経

て
、
再
生
計
画
が
実
行
で
き
ず
に
破
産

す
る
も
、
新
ス
ポ
ン
サ
ー
が
比
較
的
高

値
で
購
入
し
会
員
の
プ
レ
ー
権
も
保
護

さ
れ
る
例
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
な
ど

は
、
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
、　
一
つ
の
大
き
な
ゴ
ル
フ
場
再
生

の
転
機
を
予
告
し
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
近
時
、
名
の
あ
る
企
業

あ
る
い
は
大
手
ゴ
ル
フ
場
企
業
が
、
目

に
見
え
て
特
別
清
算
と
い
う
新
手
法
を
、

ゴ
ル
フ
場
再
生
に
利
用
し
始
め
た
。
今

回
は
、
ゴ
ル
フ
界
に
お
い
て
な
ぜ
特
別

清
算
が
法
的
整
理
の
手
段
と
し
て
使
わ

債権者に対する催告、公告

債権者集会
(清算事務説明)

(財団法人金属4財政事情研究会「法的整理の手引き」を補正)



構
造
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

（１
）
特
別
清
算
も
商
法
の
規
定
に
よ

る
会
社
の
清
算
の

一
種
で
あ
り
、
法
は

通
常
清
算
か
ら
特
別
清
算
に
移
行
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

（２
）
破
産
と
特
別
清
算
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
関
係
人
の
自
治
と
裁
判
所
の

後
見
的
関
与
を
調
和
さ
せ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
特
別
清
算
は
破
産
と
通
常
の
清

算
の
中
間
に
位
置
す
る
と
さ
れ
る
。

特
別
清
算
の
根
拠
法
規
は
商
法
と
非

訟
事
件
手
続
法
で
あ
る
。
清
算
に
関
す

る

一
般
規
定
も
、
そ
の
性
質
に
反
し
な

い
限
り
適
用
さ
れ
る
。
な
お
、
特
別
清

算
は
実
質
上
破
産
状
態
で
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
破
産
の
多
く
の
規
定

が
準
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
特
別
清
算
の
中
間
的

性
格
か
ら
す
れ
ば
、
特
別
清
算
を
簡
易

破
産
手
続
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
と
い
う
有
力
学
説
の
見
解
に

は
説
得
力
が
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

破
産
原
因
あ
る
株
式
会
社
に
つ
き
、
初

め
か
ら
特
別
清
算
を
目
的
と
し
て
解
散

決
議
を
す
る
と
と
も
に
特
別
清
算
の
申

立
を
す
る
と
い
う
方
が
、
我
々
の
現
場

感
覚
に
合
致
す
る
の
だ
。
こ
れ
を
有
力

学
説
は
い
「通
常
清
算
か
ら
の
移
行
型
」

と
対
比
し
て
、
「自
己
破
産
代
用
型
」

特
別
清
算
と
呼
ぶ
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
特
別
清
算
の

大
半
は
税
務
対
策
型
で
あ
っ
た
と
い
つ

て
よ
い
。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
は
ス
ペ

ー
ス
だ
け
用
意
し
、
事
件
の
中
身
に
は

関
与
し
た
が
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
，

た
。
す
な
わ
ち
、
親
会
社
が
業
績
不
振

で
債
務
超
過
の
状
態
に
あ
る
子
会
社
を

し
て
解
散
決
議
お
よ
び
特
別
清
算
の
申

立
を
さ
せ
る
と
と
も
に
、
子
会
社
に
対

す
る
他
の
債
権
者
の
全
債
権
を
買
い
取

り

（
い
わ
ゆ
る
債
権
の

「肩
代
わ
り
」

で
あ
っ
て
、
最
終
的
に
債
権
者
は
親
会

社
１
社
に
な
る
）
１
対
１
で
協
定
を
成

立
さ
せ
る
わ
け
だ
。

４
　
田
産
法
夫
改
正
と
特
別
清
算

と
こ
ろ
で
民
事
再
生
法
の
制
定
、
会

社
更
生
法

白
破
産
法
の
大
改
正
の
動
き

の
中
で
、
特
別
清
算
は
改
正
の
対
象
に

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
改
正
作
業
開
始
当
初
、
特
別

清
算
は
独
自
の
存
在
意
義
が
認
識
さ
れ

て
お
ら
ず
、
破
産
と
の
統
合
が
議
論
さ

れ
て
い
た
。

し
か
し
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
金
融

機
関
の
系
列
の
ノ
ン
バ
ン
ク
や
い
わ
ゆ

る
住
専
の
処
理
に
特
別
清
算
が
用
い
ら

れ
た
こ
と
で
、
流
れ
が
変
わ
っ
た
と
い

う
。
特
別
清
算
事
件
の
新
受
件
数
は
、

法
務
省
に
よ
る
と
、
昭
和
６０
年
頃
か
ら

徐
々
に
増
加
し
て
、
平
成
６
年
に
は
１

０
０
件
を
超
え
、
近
時
は
３
０
０
件
前

後
で
推
移
し
、
安
定
的
に
運
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
私
も
海
運
会
社
や
不
動

産
会
社
の
整
理
に
特
別
清
算
を
複
数
回

利
用
し
た
経
験
が
あ
る
。
主
た
る
目
的

は
金
融
債
権
の
無
税
償
却
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
特
別
清
算
が
今
日
ま
で
生
き

残
り
、
そ
の
存
続
を
前
提
に
し
て
改
正

ま
で
が
検
討
さ
れ
て
い
る
理
由
が
あ
る
。

会
社
整
理
と
と
も
に
倒
産
法
最
後
の
改

正
作
業
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

法
務
省
に
よ
る
と
、
こ
の
見
直
し
作

業
は
、
会
社
整
理
は
廃
止
の
方
向
で
あ

る
が
、
特
別
清
算
に
つ
い
て
は
存
続
の

方
向
で
、
平
成
１６
年
７
月

「特
別
清
算

等
の
見
直
し
に
関
す
る
要
綱
試
案
」
を

ま
と
め
、
各
界
の
意
見
を
集
約
し
た
段

階
の
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
近
時
大
改
正
に
よ
り
使
い
勝
手

が
よ
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
破
産
法
と
比

較
し
て
、
特
別
清
算
が
独
自
の
存
在
価

値
を
主
張
で
き
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
と
も
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
今
や
ゴ
ル
フ
界
の
成
功
実
例

が
、
特
別
清
算
の
存
続
や
改
正
に
影
響

を
持
つ
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と

な
の
で
、
２
０
０
４
年
の
複
数
の
申
立

実
例
は
研
究
に
値
し
よ
う
。

ち
な
み
に
現
行
法
上
問
題
が
あ
っ
た

改
正
が
議
論
さ
れ
て
い
る
点
は
、
次
の
　

５２

７
点
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
た
。

①
特
別
清
算
を
利
用
で
き
る
の
は
株
式

会
社
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

②
解
散
前
の
会
社
が
特
別
清
算
の
申
立

を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。

③
特
別
清
算
の
申
立
が
で
き
る
の
は
、

債
権
者
、
清
算
人
、
子
会
社
以
外
の

会
社
の
監
査
役
及
び
株
主
に
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

④
特
別
清
算
開
始
決
定
が
あ
る
と
、
会

社
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
等
が
禁

止
さ
れ
、
継
続
中
の
こ
れ
ら
の
手
続

は
当
然
に
中
止
し
、
開
始
決
定
の
確

定
に
よ
っ
て
中
止
し
た
手
続
は
失
効

し
、
ま
た
、
担
保
権
実
行
と
し
て
の

競
売
手
続
に
つ
い
て
も
、
開
始
決
定

後
は
中
止
命
令
の
可
能
性
が
認
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

⑤
担
保
権
者
の
債
権
は
、
別
除
権
の
行

使
に
よ
っ
て
弁
済
を
受
け
る
範
囲
で

は
協
定
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
こ
と
。

⑥
債
権
者
の
偏
頗
行
為

（い
わ
ゆ
る
詐

害
行
為
的
な
も
の
）
強
要
を
許
す
点

お
よ
び
会
社
役
員
の
個
人
資
産
の
譲

渡

・
隠
匿
傾
向
が
あ
る
こ
と
。

②
協
定
案
の
可
決
要
件
。

こ
の
ほ
か
前
記
要
綱
試
案
で
は
、
破

産
法
改
正
と
同
じ
く
使
い
勝
手
の
良
さ

を
追
求
す
る
為
も
あ
っ
て
か
、
管
轄
、

弔

』柳煽蒸誇紙減兆拶岱MAR 200S
情
報
開
示
、
清
算
人
、
債
権
者
集
会
、

検
査
役
等
に
つ
い
て
も
細
か
く
改
正
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

５
　
特
別
清
車
の
メ
リ
ッ
ト

し
か
し
、
特
別
清
算
の
解
説
書
に
よ

る
と
、
改
正
が
未
了
の
現
行
法
に
よ
っ

て
も
、
次
の
と
お
り
、
特
別
清
算
は
破

産
手
続
よ
り
使
い
や
す
い
点
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

ア
　
Ｄ
Ｉ
Ｐ

（自
主
再
建
）
型
で
あ
る
。

イ
　
少
額
債
権
の
弁
済
が
可
能

ウ
　
労
働
債
権
の
早
期
弁
済
が
可
能

工
　
代
物
弁
済
も
可
能

オ
　
換
価
手
続
も
容
易

力
　
換
価
完
了
前
に
協
定
成
立
可
能

辛
　
配
当
手
続
が
容
易

ク
　
債
権
者
が
参
加
で
き
る

以
上
の
よ
う
な
破
産
手
続
と
の
比
較

に
お
け
る
特
別
清
算
の
特
徴
か
ら
み
る

と
、
特
別
清
算
手
続
を
選
択
す
る
基
準

と
し
て
は
、　
一
応
、
次
の
こ
と
が
い
え

そ
う
で
あ
る
。

ａ
　
解
散
決
議
が
し
や
す
い
こ
と

ｂ
　
否
認
対
象
行
為
の
な
い
こ
と

ｃ
　
大
口
債
権
者
の
協
力

ｄ
　
債
権
者
の
数
が
少
な
い
こ
と

た
だ
し
債
権
者
の
多
い
事
例
と
し
て
、

債
権
者
２
３
４
社
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
し
、

債
務
総
額
８
４
０
０
億
円
と
い
う
大
型

企
業
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
の
報
告
も
あ

る
の
で
、
債
権
者
数
が
決
定
的
な
も
の

で
は
な
い
。

６
　
過
去
の
実
観

平
成
７
年
以
降
の
ゴ
ル
フ
場
会
社
特

別
清
算
事
例
の
う
ち
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
営

業
や
未
開
場
の
事
例
を
除
き
、
会
員
が

募
集
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

表
２
の
１３
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

事
例
１
は
、
今
回
の
流
れ
の
先
駆
け

と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
ウ
ィ
ン
グ
フ
ィ

ー
ル
ド
Ｇ
Ｃ
の
も
の
で
あ
る
。
有
力
な

倒
産
専
門
弁
護
士
の
手
に
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。
事
例
９
も
、
同

一
弁
護
士
の

手
に
な
る
。

事
例
２

（天
明
）
と
事
例
５

（ト
ッ

プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
）
は
代
理
人
弁
護
士

が
、
特
別
清
算
手
続
と
併
行
し
て
ゴ
ル

フ
場
再
建
を
会
員
に
呼
び
か
け
た
も
の

の
、
失
敗
に
終
わ
っ
だ
事
例
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
正
確
な
情
報
が
会
員
に
開
示

さ
れ
な
か
っ
た
疑
い
が
あ
る
。

事
例
４

（ザ

・
サ
イ
プ
レ
ス
）
は
有

力
な
ゴ
ル
フ
設
計
者
が
呼
び
か
け
て
、

優
良
コ
ー
ス
の
株
主
会
員
制
が
実
現
で

き
た
事
例
で
あ
る
。

事
例
６
、
同
９
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
主

導
の
特
別
清
算
で
あ
る
が
、
事
例
６

（鳴
沢
）
で
は
約
２
分
の
１
の
預
託
金

を
返
金
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
化
し
た
の
に

対
し
、
事
例
９

（レ
イ
ク
ウ
ツ
ド
）
で

は
預
託
金
の
返
金
は
少
な
い
よ
う
だ
。

事
例
１１
以
下

（富
士
Ｃ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
）

は
最
後
の
大
ロ
ゴ
ル
フ
場
グ
ル
ー
プ
解

体
現
象
の

一
部
で
あ
る
。
同
グ
ル
ー
プ

に
は
こ
の
ほ
か
会
員
問
題
解
決
の
た
め
、

民
事
再
生
申
立
を
し
た
ゴ
ル
フ
場
と
株

主
会
員
制
の
た
め
法
的
申
立
の
必
要
の

な
い
ゴ
ル
フ
場
も
あ
る
よ
う
だ
。

７
　
特
別
清
算
の
悪
用
例

（事
例
５
）

競
売
手
続
中
に
経
営
会
社
が
営
業
権

譲
渡
を
し
た
う
え
、
会
社
解
散
決
議
を

し
て
い
た
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
Ｃ
Ｃ

（茨
城
）
で
は
、
Ｔ
弁
護
士
が
会
員
債

権
者
を
代
理
し
て
ゴ
ル
フ
場
会
社
の
特

別
清
算
を
申
立
て
た
。
東
京
地
裁
民
事

８
部
は
、
検
査
役
の
疑
間
呈
示

（こ
の

よ
う
な
否
定
的
意
見
書
は
前
後
４
回
出

さ
れ
た
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
手
続
を
進

め
、
あ
ろ
う
こ
と
か
申
立
人
代
理
人
の

Ｔ
弁
護
士
を
代
表
清
算
人
に
選
任
し
て

し
ま
っ
た
。
Ｔ
弁
護
士
は
協
定
成
立
見

込
み
な
ど
な
い
の
に
１
万
人
を
超
え
る

と
も
言
わ
れ
る
会
員
に
年
会
費
の
支
払

い
を
要
請
し
、　
一
部
の
会
員
ら
か
ら
３

４
０
０
万
円
を
年
会
費
と
称
し
て
集
め

て
し
ま
っ
た
。
平
成
１５
年
９
月
１７
日
債

権
者
集
会
で
、
Ｔ
弁
護
士
が
成
立
す
る

と
称
し
て
い
た
協
定
案
は
不
成
立
と
な

り
、
同
社
は
破
産
し
た
。
Ｔ
弁
護
士
に

は
こ
れ
ま
で
に
も
、
後
に
競
売
と
な
っ

た
宮
城
県
の
ゴ
ル
フ
場

（天
明
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
Ｃ
Ｃ
　
事
例
２
）
で
、
競
売
の

リ
ス
ク
を
公
表
せ
ず
預
託
金
の
株
式
化

を
強
行
し
、
失
敗
し
た
前
歴
が
あ
っ
た
。

８
　
悪
い
特
別
着
軍
か
ら

良
い
特
別
清
算
へ

近
頃
乱
用
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
使
わ

れ
始
め
た
特
別
清
算
に
つ
い
て
、
２
０

０
４
年
時
点
で
の
私
の
印
象
は
、
壮
大

な
る
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。

そ
の
最
大
の
原
因
は
、
事
例
５
の
悪
用

例
が
気
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
過
去
に
ゴ
ル
フ
場
で
の
成

功
例
も
関
東

（事
例
１
）
と
関
西

（同

４
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
会
社
更
生
、

民
事
再
生
に
比
べ
情
報
開
示
や
第
三
者

の
関
与
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
点
が
悪

用
さ
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配

に
な
っ
た
の
だ
。

こ
の
手
続
を
用
い
る
も
の
が
、
事
例

５
の
悪
用
例
の
よ
う
な
特
別
精
算
の
暗

黒
面
を
利
用
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
会

員
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
で
あ

ろ
う
。
事
例
５
で
は
裁
判
所
が
な
ぜ
か

申
立
人
代
理
人
の
Ｔ
弁
護
士
を
代
表
清

算
人
に
選
任
す
る
と
い
う
大
き
な
ミ
ス
　

５３
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表2特 別清算を採用したゴルフ場の事例

年月日 会社名/関 連ゴルフ場 態 様
所
在
地

良債額 境況及び説明 会員の処遇

ぐ申けサ
'レ
]―お
°
レーン3レ

☆ウイカ
'フ
ィールトGC(栃木)

特別清算→

開始決定0712-

認可030319
東京 1066億円

ササ
・
レ本体は使務処理のため法的に満算、本業の旅館業や3・ルフ場
は事業存続のため、各事業の売上 利ヽ益で支払える範囲まで債務
を圧縮、それぞれ別の新会社に経営を移管 分離、G場 会員は新
会社の開自光石亭が継承、補充正会貫の募集は300万円で開始

700～ 3600万 円で票集、正会員 2ヽ00名 で平日含めると
1450名、会員とは預託金(全額新会社が継承、10年据置
延長)返還時の10年間での分割返済や約 1000名の新規
募集を条件に合意みる

1112
働暖海驚
☆天朝ク リウ助CC(宮城、

現=天明CC)

特別溝算 静岡 約200億円

熱海の旅館'曜海落」はHll年9月に閉鎖、ゴ炉場は株主会員制移
行を従前から実行中、天明ク

・
サーンヒルは競売で西松建設関連会社が

競落、「天明CC」に名称変更

会員数約800名、預託金総額約39億 円、会員は株主会員
に00C/e以上が移行、競売により新会社は旧会員を特例会
員(登録手数料3万 円)として受入れ、将采的に譲渡も可
と(但し株主化は自紙に)

3
伸ベルビエ

★矢吹GC(福島)

特別清算→

終結 131221
福島 約95億 円

音響機器製造のクラリ初榊等の出資、借り入れ過多に加え営業採算
割れで債務超過状態に陥いる、預託金の償選期限迎え会員に対し
預託全の10年据置延長を要請するとともに]ルフ場の経営権 積
託金などの資産を新設の仰アウ

°…力に瀬渡

会員477名 、預託金据置10年延長要講、新会社が継承

緋
°
 サイフ
・
レス]'ルフクラフ

・

★サ
・
サイア
°
レスGC(兵庫)

特別病算→

開始 140521-

認可 150131→

終結 160408

大阪
約230億円

(約120億円l

入場者減と預託金償選問題からクラフ
・
事務理事の大西久光氏が中

心となって株主会員制への転換を模索、受け皿会社は側打ア嫁c
で会員から1日 10万円の出資金を募る、H14年 1月から会員に提
案、会員や金融機関のほぼ合意を得られたとしていヽ 4年 5月 9日
に受け皿の新会社に営業資産を譲漬(代金 15億円)、1日経営1ま特別
演算で解散するため5月 5ヽ日に申請、弁済原資は銀行借入と会員
からの出資金(最終目標5億円)を充てる計画

会員は預託金 10o万 円につき1株の書J合で受け皿会社
の株式に転換、この株式20株 (2000万円)を1日 として1
メ い権を付与、退会者は額面の05%で 新会社が買取り

5

朋栄森林開報附
★ゆフ
°
アレ却―すOC(茨

城)

特月U清算開始

(債権者申立)→
破産宣告151224

策京
約44o億円

(約420億円)

親会社の伸クルシヒ
・―ク7■ GCは 東京佐111急便の債務保証により

]・177場開発も同急便の特別背任事件で信用が失墜、飲食 不動産
のミツトモインタ‐ク

'ル
リ
°
自体も借入負担が重荷になり資金難に、当社

と働クルンピークサーGCは H13年 1月に解散を登記し清算状態に入
る、トッデア レヽヤース は抵当権者の伸Iスレク制で営業継続、H14年 6

月末にその琢ルクが競売でエスを落礼、会員側が不透明な状況の様
明を目的に席別清算申立

会員預託金約420億 円

6
菱山開鞠抑
★鳴沢GC(山梨)

特別済算→

開始 141021-

認可 150117-

終結 150310

山製
約349億円

(113億円)

三菱信託銀行系列、]°"場 建設費に200億円以上投下も会員募集
が難航 し借入金が重荷に、働三菱東京フィナカャルク

ヤ
ルーフ
°
は226億

4200万円の「取立不能の隷れ」と発表、特別清算申請前に会社側
は含員に預託金の473%(協定認可時は約4867S/e)を返還しH15

年4月から′ヽり
°
リック(年会費10万円で会員並料金でアレ

ー
可)|こ移

行と案内                      ‐

三菱信託ク
'ルヽ
フ
°
及び関連会社中心に250名 、会社数に

して100社台、預託全約113億円

15040'
親和観光産業榊
★愛媛GC(愛媛)☆サ沈ットと
は
'CC(愛
媛)

特別満算→

開始150901
愛媛

約307億円

(130億
9600万円)

]'ルフ場2カ所と飲食業は子会社の3社にそれぞれ営業譲渡後、本

体を特別清算申請、継承会社は今後地元企業への支援を要請
2]―ス計で会員は約3336名 (3720日)、預託金は130億
0600円、愛媛GCは 2179日(64億2790万円)、サ光ットヒルス

'

Ⅲ340日(68億2630万円)

8 160331
僻荒川恒産“日船高根討
函)
★ヘリテインGC(埼 玉】

特別清算→

認可 161012
東京

Ⅲ80億

1800万 円

埼玉県で力"'付きレシ
'十
カメ ヘイテイシ

・
を経営していた旧・隅高根計

画、売上げ減と多額の借入金負担が重荷に、一部債権がRCCに 調

渡されるなど不透明な中、]・ルフ場を含むレシ
°
ャー施設をH16年 12

月クコいフ
・
会社の船ヘリテイシ

・
に営業認渡し清算準備を進めていた

当面会員としてのフ
・
い権ど受け入れる方針

湘南観光開掬榊
★平塚富士見CC(神奈〕め
★レイ"ット
'GO(神
奈〕iめ等

特別溝算一

開始 160327
東 京
約600億円

(約280億円)

預託全償選問題や山梨 群馬2]―ス及び出梨でのrル 7場開発への

投下資金のみ回収でH16年 8月 16自に解散を決談、]ヤル7場事業

は有力企業出資の欄レイク,ッド]―ド レーシジに事業線渡する方針で特

別活算の開始を申請

成井農林網
★帯広自樺CC(北海道)★
白河国際CC(福島)等73-

特別清算→

開始 161014
福島
5 村ヽ億円

(286億円)

預託金個還問題や金融機関からの借入金返済が負担で平成16年

9月 から3クラカクGC(徳 島)をlla熊倉果産に、その他6]―スをllnクラシック

に運営移管の上、資産負債整理のため特別清算を申請

7エスの会員は計約7200名 で預託金総額は236億 円

161206
爛富士ルトリー塩河コ

・
り場

★宮士C塩 河G場 (岐阜)

特別溝年一

開始 161217
東 京

約190億

5000万円

(約166億円)

ヨ炉場事業最大手の富士ルトリーク柳り
°
、預託金償還問題や借入負

担増から東建ヨード いカンにH 6ヽ年 11月 25日 、]ルフ場を営業譲渡
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特別清算 群馬
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ゴ 炉場事業最大手の富士ルトリクトア 、預託金措還問題や僧入負

担嬉からH16年 12月 6日 にエマットダ トフ
・ヘゴル7場を営業譲渡

(富岡ll―テ
・
ィクラフ
・
に名称変更)し、事業会社はH16年 12月 6日に

解散し特別清算を申請

会員523名 (975日)の預託金166億 円

留士カントリー帥
☆小頭なリャリ

ークCC(岐阜)
★留士C出島C(茨城)★
費士C市原C(千葉)

特別清算→

開始161216
愛知 約1800億円

3'ルフ場車業大手の富士ルトリークルーメ 中核会社、直営]・ワ場3カ

墓留壇、搭韮茎畜遺写電協峯建習爵窓島ヤ経督 :積格 :紀窮金

を決議 し特別溝算申請、直営3]―スはH16年 11月 30日オリッタク
'ル

ア に資産隷渡
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縮

を
犯
し
て
い
る
。
他
方
で
裁
判
所
は
検

査
役

（商
法
４
５
２
条
に
よ
る
と
、
「会

社
財
産
の
状
況
に
よ
り
必
要
が
あ
る
」

と
き
は
検
査
命
令
を
裁
判
所
が
発
令
で

き
る
）
に
Ｎ
弁
護
士
を
選
任
し
て
い
た
。

Ｎ
弁
護
士
は
繰
り
返
し
、
協
定
成
立
見

込
な
し
と
の
意
見
を
提
出
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
は
Ｔ
弁
護
士
の
代

表
清
算
人
業
務
を
継
続
す
る
こ
と
を
許

容
し
続
け
た
。
そ
の
結
果
会
員
に
無
駄

な
出
費

（年
会
費
３
４
０
０
万
円
）
を

負
担
さ
せ
、
ひ
い
て
は
ゴ
ル
フ
場
会
社

の
破
産
宣
告
と
い
う
大
失
態
を
招
い
た
。

し
か
も
裁
判
所
は
Ｔ
弁
護
士
に
報
酬

（３
５
５
万
円
）
ま
で
払
っ
た
と
い
う

不
可
思
議
な
結
未
だ
。

９
　
意
外
な
清
算
的
手
続
の
効
用

で
は
、
事
例
５
の
よ
う
な
悪
質
な
も

の
で
な
い
場
合
、
特
別
清
算
は
ゴ
ル
フ

場
再
建
に
有
効
な
の
だ
ろ
う
か
。
先
に

述
べ
た
と
お
り
、
特
別
清
算
は
破
産
と

と
も
に
清
算
型
倒
産
手
続
と
さ
れ
、
再

建
型
手
続
と
し
て
の
会
社
更
生

・
民
事

再
生
と
区
別
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

特
別
清
算
は
ゴ
ル
フ
場
再
建
と
は
縁
遠

い
と
思
わ
れ
て
い
た
は
ず
だ
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
ゴ
ル
フ

場
再
建
に
真
っ
先
に
清
算
型
手
続
の
導

入
を
提
案
を
し
た
の
は
、
実
は
私
で
あ

っ
た
。
１
９
９
８
年
７
月
５
日
号
の
金

融
法
務
事
情
１
５
１
９
号
座
談
会

「ゴ

ル
フ
場
倒
産
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
１
０

３
頁
以
下
で
、
私
は
、
日
東
興
業
グ
ル

ー
プ
で
の
和
議
申
立
て
の
経
験
を
踏
ま

え
、　
一
定
の
条
件
の
も
と
で
は
あ
る
が
、

破
産
や
特
別
清
算
に
よ
る
ゴ
ル
フ
場
再

建
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
問
題
提
起

を
行
っ
て
い
た
。
い
わ
く
、
「誤
解
を

恐
れ
ず
あ
え
て
い
う
な
ら
、
こ
の
バ
ブ

ル
期
に
完
成
し
た
、
預
託
金
も
高
い
、

銀
行
債
務
も
大
き
い
、
担
保
も
た
く
さ

ん
つ
い
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
健

全
に
再
生
す
る
に
は
、
ひ
よ
っ
と
し
た

ら
破
産
手
続
が
い
ち
ば
ん
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
」
。
ま
た

「特
別
清
算

の
と
き
は
プ
レ
ー
権
付
き
で
譲
渡
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」
と
の
今
中

弁
護
士
の
発
言
を
受
け
、
「そ
う
で
す

ね
。
私
も
詐
害
行
為
の
問
題
さ
え
ク
リ

ア
で
き
れ
ば
、
特
別
清
算
を
見
直
し
た

方
が
い
い
と
い
う
か
、
も
つ
と
利
用
し

た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
私
の
座
談
会
発

言
は
、
２
０
０
２
年
１０
月
に
至
り
、
銀

行
法
務
２‐
　
６
１
０
号
で
山
内
久
光
弁

護
士
の
論
文

「ゴ
ル
フ
場
と
清
算
型
倒

産
手
続
」
に
発
展
的
に
継
承
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
即
ち
、
再
建
の
絵
が
描
け
な

い
ゴ
ル
フ
場
企
業
に
つ
い
て
の
破
産
と

特
別
清
算
の
有
用
性
が
正
面
か
ら
論
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
山
内
弁

護
士
は
ま
ず
破
産
に
つ
い
て
、
私
の
前

期
座
談
会
発
言
を
引
用
し

「見
方
を
変

え
れ
ば
、
破
産
手
続
に
よ
る
方
が
か
え

っ
て
過
去
の
負
の
遺
産
を

一
掃
す
る
こ

と
が
で
き
、
ゴ
ル
フ
場
を
再
ス
タ
ー
ト

す
る
に
は
適
し
て
い
る
と
さ
え
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
。

そ
し
て
特
別
清
算
の
導
入
に
つ
い
て

も
、
否
認
権
の
な
い
こ
と
を
指
摘
し
な

が
ら
も
、
「ゴ
ル
フ
場
企
業
に
つ
い
て



特
別
清
算
が
選
択
さ
れ
る
の
は
、
た
と

え
ば
、
倒
産
し
た
ゴ
ル
フ
場
企
業
の
有

す
る
ゴ
ル
フ
場
を
会
員
付
で
別
の
ゴ
ル

フ
場
企
業
に
譲
渡
し
て
、
倒
産
し
た
ゴ

ル
フ
場
企
業
に
つ
い
て
は
清
算
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
譲
渡
の
内
容
と
会
員
に

つ
い
て
の
処
遇

（預
託
金
の
カ
ツ
ト
、

返
還
時
期
、
施
設
利
用
権
の
内
容
等
）

に
関
す
る
条
項
を
設
け
た
協
定
に
つ
い

て
債
権
者
の
同
意
を
取
り
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
場
合
に
利
用
さ
れ
る
」

と
し
て
、
事
例
４
の
ザ

・
サ
イ
プ
レ
ス

Ｇ
Ｃ
の
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

既
に
道
ほ
拓
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
借
地
契
約
や
雇
用
契
約
、
各

種
認
可
の
問
題
等
、
清
算
型
で
は

一
見

処
理
し
に
く
い
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、

底
な
し
の
不
良
債
権
問
題
と
会
員
権
下

落
ス
パ
イ
ラ
ル
に
よ
る
預
託
金
問
題
は
、

ゴ
ル
フ
場
の
抜
本
的
再
生
に
は
中
途
半

端
な
手
続
で
金
融
債
務
を
残
す
よ
り
、

リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
て
初
め
か
ら

出
直
す
こ
と
が
可
能
な
清
算
型
処
理
が

必
要
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ま
で
引
き
出

し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
即
ち
、
事
例

に
よ
っ
て
は
特
別
清
算
と
い
う
清
算
型

の
法
的
処
理
も
ゴ
ル
フ
場
再
建
に
有
効

な
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
わ
け
だ
。

し
か
し
、
特
別
清
算
に
よ
る
ゴ
ル
フ

場
再
生
は
、
中
心
的
資
産
で
あ
る
ゴ
ル

フ
場
本
体
や
ゴ
ル
フ
場
営
業
そ
の
も
の

を
預
託
金
と
は
切
り
離
し
て
譲
渡
す
る

と
い
う
詐
害
行
為
性
を
伴
う
が
改
、
理

論
的
に
可
能
と
さ
れ
る
Ｄ
Ｉ
Ｐ

（自
主

再
生
）
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
プ
ラ
ツ
ク
ボ
ツ
ク
ス
の
イ
メ
ー
ジ

を
薄
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
ス
ポ
ン

サ
ー
導
入
型
が
多
く
な
ら
ぎ
る
を
え
な

い
わ
け
で
あ
る
。

１０

ス
ポ
ン
サ
ー
選
定
を
ど
う
す
る
か

そ
こ
で
次
に
検
討
す
べ
き
は
、
ス
ポ

ン
サ
ー
選
定
の
ブ
ラ
ツ
ク
ボ
ツ
ク
ス
化

を
ど
う
防
ぐ
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
悪
用
例
の
事
例
２
、

５
を
除
き
、
し
か
る
べ
き
ス
ポ
ン
サ
ー

が
選
任
さ
れ
て
い
る
か
に
思
え
る
。

特
に
近
時
の
事
例
９
と
‐０
以
下
で
は

か
な
り
の
ビ
ツ
グ
ネ
ー
ム

（銀
行
系
不

動
産
会
社
、
オ
リ
ツ
ク
ス
、
東
急
不
動

産
、
東
建
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ユ
ニ

マ
ッ
ト
）
が
相
次
い
で
登
場
し
て
い
る

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
公
開
入
札
で

外
資
と
国
内
高
額
入
札
企
業
の
競
争
を

あ
お
っ
て
落
札
価
額
を
高
値
に
す
る
こ

と

（ブ
ロ
ー
カ
ー
が
手
数
料
稼
ぎ
を
す

る
だ
け
と
い
う
批
判
が
強
い
）
よ
り
、

会
員
が
納
得
す
る
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
企
業

を
プ
レ

・
パ
ツ
ケ
ー
ジ
的
に
ス
ポ
ン
サ

ー
と
し
て
登
場
し
て
も
ら
う
こ
と
の
方

が
、
ゴ
ル
フ
場
や
会
員
の
総
意
に
ふ
さ

わ
し
い
柔
軟
な
解
決
を
導
け
る
の
で
は

な
い
か
。

と
こ
ろ
で
ス
ポ
ン
サ
ー
を
ど
う
や
つ

て
決
め
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

大
手
グ
ル
ー
プ
系
ゴ
ル
フ
場
再
生
で

は
入
札
方
式
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
だ
が
、　
一
部
に
は
入
社
に
よ
っ
た

と
は
見
ら
れ
な
い
選
定
も
あ
っ
た
。
例

え
ば
日
東
興
業
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
グ
ル

ー
プ
で
は
、
ス
ポ
ン
サ
ト
候
補
の
選
定

経
過
が
必
ず
し
も
透
明
で
は
な
い
。
ま

た
入
札
方
式
で
も
い
わ
ゆ
る
Ｆ
Ａ

（
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ヤ
ル

・
ア
ド
ヴ
ア
イ
ザ
ー
）

を
入
れ
て
時
間
と
費
用
を
か
け
ス
ポ
ン

サ
ー
選
び
を
す
る
も
の

（地
産
な
ど
）

と
、
短
期
間
に
費
用
も
安
く
選
定
す
る

も
の

（大
洋
緑
化
な
ど
）
が
あ
る
。

ま
た
最
近
の
不
可
思
議
は
、
日
本
ゴ

ル
フ
振
興
グ
ル
ー
プ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
決

定
に
っ
い
て
の
迷
走
ぶ
り
だ
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ

と
二
大
外
資
と
の
不
良
債
権
を
巡
る
駆

け
引
き
の
荒
波
に
、
日
本
の
司
法
は
翻

弄
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
公
正
な
形
で
ス

ポ
ン
サ
ー
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
対
象
が
土
地
建
物
な
ど
の

よ
う
な

「物
」
だ
け
な
ら
、
悩
み
は
少

な
い
。
市
場
原
理

・
競
争
原
理
を
機
能

さ
せ
て
公
開
入
札
を
行
う
と
い
う
や
り

方

（
「可
視
的
な
仕
組
み
じ

が
良
い
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
対
象
が
ゴ
ル
フ

場
と
な
る
と
ま
さ
に

一生
き
物
」
で
あ

る
が
改
、
必
ず
し
も
最
高
値
の
入
札
者

が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
く
な
る
。

例
え
ば
武
富
士
の
よ
う
な
会
社
が
落

札
し
た
場
合
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
選
ば
れ

な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
ま
た
、
誰
に

も
相
談
が
で
き
な
い
時
期
に
援
助
し
て

く
れ
た
企
業
が
入
札
で
敗
れ
た
場
合
、

そ
の
よ
う
な
企
業
を
安
い
入
札
価
格
だ

か
ら
と
し
て
切
り
捨
て
て
い
い
の
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
疑
間
も
残
る
。
東
ハ
ト

民
事
再
生
で
の
ス
ポ
ン
サ
ー
決
定
経
過

は
後
味
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
。

今
般
ゴ
ル
フ
界
で
も
、
外
資
系
同
士

や
国
内
系
も
入
っ
て
の
ス
ポ
ン
サ
ー
争

い
に
つ
い
て
、
次
々
と
興
味
深
い
先
例

が
出
て
き
た
。　
一
部
の
関
係
者
が
強
力

に
主
張
す
る
入
札
万
能
論
も
、
状
況
次

第
で
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
。

最
近
ま
で
入
札
万
能
論
者
で
あ
つ
た
金

融
関
係
者
が
入
礼
に
敗
れ
る
と
、
「
ス

ポ
ン
サ
ー
と
な
る
行
為
も
ビ
ジ
ネ
ス
で

あ
っ
て
…
‥
相
応
の
回
収
が
伴
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
極
端
に
高
い
入
札
価

格
は
、
再
出
発
す
る
新
体
制
に
重
い
足

か
せ
と
な
る
。
競
争
入
札
万
能
に
傾
き

つ
つ
あ
る
現
在
の
流
れ
は
、
安
易
で
、

鋤 ご 触 剛 s

大
切
な
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
」
な
ど

と
言
い
出
す
始
末
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
入
札
方
式
だ
と
透

明
性
が
高
い
と
か
、
関
係
者
に
と
っ
て

良
い
結
果
を
招
く
と
は
必
ず
し
も
言
え

な
い
、
と
い
う
の
が
率
直
な
印
象
だ
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま
注
目
さ
れ
て
い
る

企
業
再
建
の
や
り
方
の
ひ
と
つ
に
、
プ

レ

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
の
法
的
整
理
申
立

が
あ
る
が
、
近
時
の
特
別
清
算
も
こ
の

型

（ス
タ
イ
ル
）
を
と
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
確
か
に
今
日
、
不
良
債

権
処
理
を
急
が
ざ
る
を
え
な
い
世
の
中

の
流
れ
は

「早
期
事
業
再
生
」
の
方
向

に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ス
ポ
ン
サ
ー
の
事
前
選
定
に
関
す
る

指
針
に
つ
い
て
は
、
倒
産
専
門
弁
護
士

の
間
で
７
条
件
と
か
５
条
件
の
要
件
が

議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
要
は
債
権
者

・

関
係
者
へ
の
情
報
開
示
と
登
場
す
る
ス

ポ
ン
サ
ー
の
説
得
力
で
あ
ろ
う
。
情
報

開
示
と
か
透
明
性
と
い
つ
て
も
所
詮
、・

程
度
問
題
で
あ
る
。
プ
レ

・
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
あ
つ
て
も
、
そ
う
で
な
い
場
合
と

比
較
し
て
そ
れ
な
り
の
根
拠
と
説
得
力

が
あ
れ
ば
、
問
題
は
大
き
く
な
ら
な
い
。

そ
の
意
味
で
各
事
件
な
り
の
必
然
性
あ

る
ス
ポ
ン
サ
ー
登
場
の
ス
ト
ー
リ
ー
構

築
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

一
事
例
９…
の
レ
イ
ク
タ
ツ
ド
〓
グ
ル
ト

プ
に
お
い
て
は
、
市
場
相
場
３
≡０
０
０

万
円
を
つ
け
て
い
た
ゴ
ル
フ
場
に
お
い

て
い
き
な
り
特
別
清
算
を
申
し
立
て
た

こ
と
に
つ
い
て
、　
一
時
強
く
非
難
さ
れ

た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
説
得
力
あ
る
ス

ポ
ン
サ
ー
登
場
の
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て

の
批
判
は
少
な
い
。

何
　
ま
と
め

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
と
な

っ
た
の
は
、
第
１
に
、
条
件
付
き
で
は

あ
る
が
、
清
算
的
手
続
、
特
に
特
別
清

算
が
ゴ
ル
フ
場
再
建
に
有
効
な
場
合
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
２
に
、
そ
の
条
件
と
し
て
は
、
会

員
の
プ
レ
ー
権
ひ
い
て
は
会
員
権
の
確

保
と
説
得
力
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
の
ス

ポ
ン
サ
ー
登
場
で
あ
る
。
預
託
金
の
大

幅
カ
ツ
ト
は
良
質
の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
登

場
に
よ
っ
て
、
や
む
を
え
な
い
も
の
と

判
断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
会
員
た
ち
は
、

バ
ン
カ
ー
の
砂
も
購
入
で
き
ず
グ
リ
ー

ン
の
管
理
も
ろ
く
に
で
き
な
い
よ
う
な

ジ
リ
貧
の
ゴ
ル
フ
場
経
営
に
、
Ｎ
Ｏ
と

言
い
出
し
た
よ
う
だ
。

き
ち
ん
と
し
た
運
営
が
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
力
の
あ
る
有
力
企
業
に
所

有
と
運
営
を
ま
か
せ
る
気
運
が
よ
う
や

く
形
成
さ
れ
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

一第
３
に
、
自
力
で
の
運
営
を
あ
き
ら

め
る
傾
向
は
あ
る
と
し
て
、
ス
ポ
ン
サ

ー
決
定
に
つ
い
て
は
ゴ
ル
フ
場
側
が
主

導
権
を
失
わ
な
い
と
い
う
点
が
、
特
別

清
算
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

良
質
な
ス
ボ
ン
サ
ー
、
特
に
ビ
ツ
グ
ネ

ー
ム
は
、
競
争
入
札
で
見
比
べ
ら
れ
競

争
さ
せ
ら
れ
る
の
を
嫌
う
。
そ
こ
に
プ

レ

一
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
が
採
用
し
や
す
い

特
別
清
算
が
利
用
さ
れ
る
契
機
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
そ
の
作
戦
は

成
功
し
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
だ
。

第
４
に
、
監
督
委
員
や
債
権
者
へ
の

情
報
開
示
が
必
要
で
あ
り
、
前
記
東
京

高
裁
決
定
の
ゴ
ル
フ
場
民
事
再
生
計
画

不
平
等
論
も
出
て
き
た
民
事
再
生
手
続

に
対
す
る

「再
生
離
れ
」
も
あ
な
が
ち

否
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
民
事
再
生

で
す
ら
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ツ
ク
ス
が
残
っ
て

い
た
の
に
、
特
別
清
算
で
は
も
つ
と
そ

の
暗
黒
面
が
大
き
く
な
る
わ
け
で
、
特

別
清
算
手
続
に
お
け
る
検
査
役
や
監
督

委
員
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

最
後
に
、
現
経
営
者
が
特
別
清
算
手

続
の
中
で
生
き
残
る
道

（Ｄ
Ｉ
Ｐ
）
は

残
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
理
論

的
に
可
能
な
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
金

融
債
務
が
な
い
場
合
は
十
分
可
能
で
あ

る
。
全
て
は
会
員
に
対
す
る
誠
意
と
説

得
力
の
問
題
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

健
全
な
再
度
の
破
綻
の
な
い
新
し
い
受

け
皿
づ
く
り
と
、
会
員
債
権
者
の
多
数

同
意
の
獲
得
で
あ
る
。

大
き
な
金
融
債
務
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
金
融
機
関
と
の
交
渉
次
第
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
会
員
の

総
意
を
金
融
機
関
に
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
間
法
人
の
登
場
も

会
員
の
総
意
に
基
づ
く
な
ら
効
果
的
だ
。

事
例
２
と
事
例
９
も
参
考
に
な
り
う
る
。

そ
の
ほ
か
経
営
者
の
生
き
残
り
に
は
、

事
例
３
、
７
、
８
な
ど
に
ヒ
ン
ト
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
近
時
、
稀
で
は
あ

る
が
法
的
手
続
を
経
な
い
で
金
融
問
題

と
預
託
金
問
題
を
任
意
に
解
決
し
て
、

ゴ
ル
フ
場
を
新
ス
ポ
ン
サ
ー
に
譲
渡
し

て
、
本
業
も
生
き
残
る
ケ
ー
ス
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
普
通
な
ら
本
業
と
と
も

に
民
事
再
生
手
続
が
必
至
の
案
件
で
あ

っ
た
が
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
と
債
務
者
会
社
の
努

力
に
よ
り
、
希
望
す
る
会
員
の
プ
レ
ー

権
を
保
護
し
な
が
ら

（預
託
金
債
務
は

９５
％
カ
ツ
ト
の
同
意
を
ほ
ぼ
１
０
０
％

に
近
く
取
り
き
っ
た
よ
う
だ
）
ゴ
ル
フ

場
を
裁
判
所
の
手
を
借
り
ず
に
再
生
で

き
た
の
は

一
大
快
挙
と
言
え
る
。

そ
の
意
味
で
は
関
係
者
の
叡
知
と
努

力
に
よ
っ
て
特
別
清
算
に
よ
る
ゴ
ル
フ

場
再
生
も
充
分
可
能
な
の
だ
。


